









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































冬 秋 夏 春
2 10 3．5 3．2 雑歌
3 10 43 5．7 相聞
万葉集
ｪ八
0．9 10 1．7 3．2 雑歌
2．5 10 2．7 6．4 相聞
万葉集
ｪ十
9．3 10 9．3 10 寛平后宮歌合
5．9 10 59 5．8 新撰万葉集
5．5 10 5．5 9．5 句題和歌
2 10 2．3 9．2 古今集
3．3 10 3．3 10 新撰和歌
29 10 3．1 6．5 後撰集
4 10 7．1 7．1 古今六帖A
2ユ 10 4．1 5．4 古今六帖B
冬 夏 秋 春
4 12 3 24 貫之
2 11 4 11 躬恒
1 6 3 5 友則
1 9 1 1 忠琴
0 5 1 8 六歌仙
10 48 8 45 その他
10 53 13 38 読人不知
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表
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表
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（
8
）
数
で
、
夏
・
冬
歌
の
二
倍
で
あ
り
、
漢
詩
の
春
秋
偏
重
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
古
今
集
も
こ
の
『
句
題
和
歌
』
と
同
様
で
、
春
・
秋
歌
が
ほ
ぼ
同
数
に
な
っ
て
お
り
、
春
秋
を
対
立
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
み
て
と
れ
る
。
　
た
だ
し
、
古
今
集
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
こ
に
撰
者
の
意
図
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
古
今
集
の
四
季
の
部
の
総
歌
数
を
、
表
7
の
よ
う
に
作
者
別
に
み
て
み
る
と
、
単
に
漢
詩
の
春
秋
偏
重
の
傾
向
が
反
映
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
貫
之
の
春
秋
歌
数
の
差
に
つ
い
て
、
菊
地
靖
彦
氏
は
、
量
的
に
貧
弱
で
あ
っ
た
春
題
の
歌
を
主
導
的
な
編
纂
者
と
し
て
の
貫
之
が
み
ず
か
ら
の
詠
歌
に
よ
っ
て
補
充
し
た
証
跡
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
古
今
集
で
は
、
「
当
代
ま
で
の
莫
然
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
た
春
秋
並
列
感
の
裏
に
あ
る
、
実
質
的
な
秋
優
位
に
対
し
て
、
春
秋
を
対
等
に
対
立
的
に
捉
え
直
そ
う
と
す
る
」
意
識
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
意
識
が
特
に
撰
者
の
貫
之
に
強
い
こ
と
は
、
古
今
集
以
降
、
貫
之
の
撰
に
な
っ
た
『
新
撰
和
歌
』
が
よ
り
明
確
な
春
秋
、
夏
冬
の
対
立
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
春
秋
対
立
構
造
は
古
今
集
に
お
い
て
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
漢
詩
に
対
立
対
応
す
る
文
芸
と
な
る
べ
く
、
和
歌
に
お
け
る
新
た
な
規
範
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
意
識
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
章
で
は
、
こ
の
春
秋
対
立
意
識
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
・
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
歌
を
と
り
あ
げ
る
。
三
　
弥
生
の
つ
ご
も
り
の
歌
古
今
集
春
部
の
巻
末
に
は
、
つ
ご
も
り
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
や
よ
ひ
の
つ
ご
も
り
が
た
に
、
山
を
こ
え
け
る
に
、
山
河
よ
り
花
の
な
が
れ
け
る
を
よ
め
る
深
養
父
一97一
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花
ち
れ
る
水
の
ま
に
ま
に
と
め
く
れ
ば
山
に
は
春
も
な
く
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
や
よ
ひ
の
つ
ご
も
り
の
日
、
花
つ
み
よ
り
か
へ
り
け
る
女
ど
も
を
見
て
よ
め
る
　
　
と
ど
む
べ
き
物
と
は
な
し
に
は
か
な
く
も
ち
る
花
ご
と
に
た
ぐ
ふ
心
か
　
　
　
　
　
や
よ
ひ
の
つ
ご
も
り
の
日
、
雨
の
ふ
り
け
る
に
、
藤
花
を
を
り
て
人
に
つ
か
は
し
け
る
　
　
ぬ
れ
つ
つ
そ
し
ゐ
て
お
り
つ
る
年
の
う
ち
に
春
は
い
く
か
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
　
　
　
　
　
亭
子
院
の
歌
合
の
は
る
の
は
て
の
う
た
　
　
け
ふ
の
み
と
春
を
お
も
は
ぬ
時
だ
に
も
立
つ
こ
と
や
す
き
花
の
か
げ
か
は
　
こ
の
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
歌
で
は
、
い
ず
れ
も
惜
春
の
情
を
詠
ん
で
い
る
。
し
む
の
は
、
お
の
ず
か
ら
の
情
で
も
あ
り
、
和
歌
に
お
い
て
は
万
葉
以
来
の
伝
統
的
季
節
観
で
あ
る
。
の
最
後
の
一
日
で
あ
る
三
月
晦
日
に
限
定
し
て
惜
春
の
情
を
詠
む
の
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
に
白
詩
か
ら
受
容
さ
れ
た
題
材
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
こ
こ
ろ
み
に
、
日
記
的
記
録
の
中
か
ら
、
三
月
下
旬
（
天
平
十
九
年
三
月
二
十
九
日
・
三
十
日
、
平
勝
宝
二
年
三
月
二
十
七
日
）
の
作
歌
を
抜
粋
し
て
挙
げ
て
み
る
。
　
’
あ
し
ひ
き
の
山
も
近
き
を
ほ
と
と
ぎ
す
月
立
つ
ま
で
に
な
に
か
来
鳴
か
む
　
　
玉
に
貫
く
花
橘
を
乏
し
み
し
こ
の
我
が
里
に
来
鳴
か
ず
あ
る
ら
し
　
　
ほ
と
と
ぎ
す
今
鳴
か
ず
し
て
明
日
越
え
む
山
に
鳴
く
と
も
験
あ
ら
め
や
も
　
　
ほ
と
と
ぎ
す
ご
よ
鳴
き
渡
れ
灯
火
を
月
夜
に
な
ぞ
へ
そ
の
影
も
見
む
（一
�
縺
j
　
　
躬
恒
（
＝
二
二
）
業
平
朝
臣
（
＝
二
一
二
）
　
　
躬
恒
（
＝
二
四
）
　
　
　
春
と
い
う
美
し
い
季
節
が
過
ぎ
去
る
の
を
惜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
暦
日
上
、
春
元
来
和
歌
世
界
の
習
慣
で
は
な
く
、
中
国
漢
詩
、
特
　
　
　
　
　
　
　
万
葉
集
巻
十
七
以
降
の
家
持
の
歌
　
　
　
同
二
十
年
三
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
、
天
（
三
九
八
三
）
（
三
九
八
四
）
（
四
〇
五
二
）
（
四
〇
五
四
）
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常
人
も
起
き
つ
つ
聞
く
そ
ほ
と
と
ぎ
す
こ
の
暁
に
来
鳴
く
初
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
七
一
）
　
　
春
の
う
ち
の
楽
し
き
終
へ
は
梅
の
花
手
折
り
招
き
つ
つ
遊
ぶ
に
あ
る
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
七
四
）
　
右
の
よ
う
に
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
、
家
持
に
あ
っ
て
は
、
去
り
ゆ
く
春
よ
り
や
が
て
来
る
べ
き
夏
、
特
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
に
二
十
四
節
気
の
立
夏
に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
当
時
の
中
国
漢
詩
の
佳
句
を
集
め
た
『
千
載
佳
句
』
ま
た
時
代
は
少
し
下
る
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
み
る
と
、
『
千
載
佳
句
』
で
は
「
送
春
」
の
部
に
「
三
月
尽
」
を
含
む
白
詩
句
を
二
つ
載
せ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
、
「
三
月
尽
」
が
部
立
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
、
中
国
漢
詩
の
例
と
し
て
白
詩
句
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
「
三
月
尽
」
が
白
詩
に
代
表
さ
れ
る
素
材
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「
三
月
尽
」
は
漢
魏
六
朝
詩
や
『
文
選
』
な
ど
に
は
み
え
ず
、
白
詩
で
初
め
て
詠
ま
れ
だ
し
た
題
材
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
白
詩
の
影
響
下
に
な
い
万
葉
集
、
勅
撰
三
大
漢
詩
集
に
そ
の
例
が
み
え
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
で
は
、
当
時
の
日
本
文
学
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
白
詩
の
「
三
月
尽
」
の
例
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
る
。
こ
こ
で
は
、
特
徴
的
な
詩
句
を
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
て
挙
げ
る
。
・
『
白
氏
文
集
』
　
〈
三
月
壷
、
送
春
、
惜
春
〉
　
　
三
月
三
十
日
　
春
編
日
復
暮
　
個
恨
問
東
風
　
明
朝
応
不
住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
春
0
4
8
7
）
　
　
送
春
蹄
　
三
月
霊
日
日
暮
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
春
錦
0
5
9
2
）
　
　
慈
恩
春
色
今
朝
鑑
　
書
日
俳
徊
筒
寺
門
　
個
恨
春
蹄
留
不
得
　
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
　
（
三
月
三
十
日
題
慈
恩
寺
0
6
3
1
）
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両
処
春
光
同
日
蓋
　
居
人
思
客
客
思
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
望
駅
台
三
月
三
十
日
0
7
6
7
）
　
　
帳
望
慈
恩
三
月
蓋
　
紫
藤
花
落
鳥
関
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
酬
元
八
員
外
三
月
三
十
日
慈
恩
寺
相
憶
見
寄
0
9
9
0
）
　
　
明
朝
三
月
蓋
　
忍
不
送
残
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飲
散
夜
蹄
贈
諸
客
1
3
6
5
）
　
　
四
十
六
時
三
月
壼
　
送
春
争
得
不
患
勲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
去
1
9
9
2
）
　
　
今
朝
三
月
蓋
　
寂
莫
春
事
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
三
十
日
作
2
2
9
0
）
　
〈
落
花
、
老
い
を
歎
く
V
　
　
百
花
落
如
雪
　
両
饗
垂
作
綜
　
春
去
有
来
日
　
我
老
無
少
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
晩
春
沽
酒
0
2
3
9
）
　
　
一
従
澤
畔
為
遷
客
両
度
江
頭
送
暮
春
白
髪
更
添
今
日
醤
青
杉
不
改
去
年
身
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
去
1
0
2
2
）
　
　
三
月
蓋
時
頭
白
日
　
與
春
老
別
更
依
依
　
愚
鶯
為
向
楊
花
道
絆
惹
春
風
莫
放
蹄
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柳
紫
2
3
3
7
）
　
　
不
濁
送
春
兼
送
老
更
嘗
一
酌
更
聴
看
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
春
2
5
9
3
）
　
　
日
斜
暗
鳥
思
　
春
蓋
老
人
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
惜
落
花
2
6
8
7
）
　
　
落
花
無
限
雪
残
薔
幾
多
続
莫
説
傷
心
事
春
翁
易
酒
悲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
残
春
詠
懐
贈
楊
慕
巣
侍
郎
3
2
6
1
）
　
　
芳
樹
花
團
雪
衰
翁
轡
撲
霜
知
君
筒
年
少
未
苦
惜
風
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
惜
春
贈
李
昇
3
2
9
8
）
　
平
岡
武
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
中
国
文
学
に
お
い
て
は
、
白
居
易
が
「
三
月
尽
」
を
し
き
り
に
い
う
の
に
反
し
て
、
彼
と
共
に
並
べ
称
せ
ら
れ
る
唐
の
代
表
詩
人
、
李
白
・
杜
甫
・
韓
愈
ら
の
作
品
に
は
見
出
せ
な
い
と
い
う
。
も
と
よ
り
『
文
選
』
の
言
葉
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
は
な
く
、
白
居
易
の
詩
の
相
手
で
も
あ
る
元
愼
に
も
「
三
月
尽
」
の
言
葉
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
白
詩
で
は
、
春
を
人
生
の
盛
り
の
時
期
と
重
ね
、
春
を
惜
し
む
と
同
時
に
人
生
の
盛
り
が
終
わ
っ
て
老
い
が
来
る
こ
と
を
歎
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
100
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（
1
5
）
あ
る
が
、
惜
春
の
情
に
嘆
老
の
情
を
重
ね
る
の
は
白
詩
の
独
壇
場
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
当
時
、
「
三
月
尽
」
は
ど
の
よ
う
に
日
本
文
学
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
今
集
以
前
の
作
品
を
お
っ
て
み
る
。
　
ま
ず
、
日
本
漢
詩
を
み
て
み
る
。
「
三
月
尽
」
の
日
本
漢
詩
に
お
け
る
初
出
は
、
島
田
忠
臣
の
『
田
氏
家
集
』
中
の
「
三
月
晦
日
送
春
感
題
」
詩
で
あ
る
。
惜
春
の
詩
と
と
も
に
抜
粋
し
て
挙
げ
る
。
・
『
田
氏
家
集
』
　
　
鶯
収
好
語
樹
凋
粧
　
　
鶯
は
好
語
を
収
め
樹
は
粧
を
著
凋
ふ
　
　
向
老
驚
傷
過
歳
芳
　
　
老
に
向
ひ
て
驚
き
を
傷
む
歳
芳
を
過
ご
し
た
る
を
　
　
上
寿
難
逢
重
少
日
　
　
上
寿
逢
ひ
難
く
少
き
日
を
重
ね
　
　
遅
春
不
見
再
中
光
　
　
遅
春
見
ず
再
光
に
中
る
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
晦
日
送
春
感
題
3
1
）
去
歳
落
花
今
歳
発
　
我
為
去
歳
惜
花
人
　
　
去
歳
の
落
花
今
歳
発
く
年
年
花
発
年
年
惜
　
花
是
如
新
人
不
新
　
　
年
年
花
発
き
年
年
惜
む
驚
喧
已
倦
聴
残
歌
花
暗
曾
無
愛
老
何
春
事
触
情
多
冷
淡
上
簾
時
少
下
簾
多
我
去
歳
花
を
惜
し
む
人
為
り
花
是
新
た
な
る
如
く
に
人
新
な
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
前
有
感
1
6
9
）
驚
喧
し
け
れ
ど
も
已
に
残
歌
聴
く
に
倦
み
花
暗
く
し
て
曾
て
老
い
た
る
何
を
愛
す
る
こ
と
無
し
春
事
情
に
触
れ
ど
も
多
く
は
冷
淡
簾
を
上
げ
る
時
少
な
く
簾
を
下
ろ
す
こ
と
多
し
（
暮
春
7
1
）
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ま
た
、
忠
臣
を
岳
父
と
仰
い
だ
菅
原
道
真
に
も
て
挙
げ
る
。
・
『
菅
家
文
草
』
我
情
多
少
與
誰
談
況
換
風
雲
感
不
堪
計
四
年
春
残
日
四
逢
三
月
遜
客
居
三
宿
醸
当
招
邑
老
甜
好
去
鶯
花
今
已
後
風
月
能
傷
旅
客
心
就
中
春
壼
涙
難
禁
去
年
馬
上
行
相
送
今
日
雨
降
臥
濁
吟
花
鳥
従
迎
朱
景
老
髪
毛
何
被
白
霜
侵
無
人
得
意
倶
言
咲
「
三
月
尽
」
詩
が
あ
る
。
『
菅
家
文
草
』
か
ら
惜
春
の
詩
と
と
も
に
抜
粋
し
我
が
情
の
多
少
を
誰
と
と
も
に
か
談
ら
む
況
や
風
雲
を
換
へ
て
感
に
堪
へ
ざ
ら
む
や
四
年
の
春
を
計
り
み
る
に
残
る
日
は
四
三
月
鑑
に
逢
ひ
て
客
居
す
る
こ
と
三
た
び
宿
醸
は
邑
老
を
招
き
て
酎
な
る
べ
し
好
し
去
れ
鶯
と
花
と
今
よ
り
已
後
風
月
能
く
傷
ま
し
む
　
旅
客
の
心
就
中
に
春
蓋
く
る
と
き
に
涙
禁
め
難
し
去
ん
じ
年
は
馬
の
上
に
し
て
行
く
ゆ
く
相
送
れ
り
今
日
は
雨
降
り
て
臥
し
な
が
ら
濁
り
吟
ず
る
な
り
花
鳥
は
朱
景
を
迎
ふ
る
に
従
ひ
て
老
い
に
た
り
髪
毛
は
何
す
れ
か
白
霜
に
侵
さ
る
る
人
の
意
を
得
て
倶
に
言
咲
す
る
こ
と
な
し
（
四
年
三
月
廿
六
日
作
2
5
1
）
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恨
殺
荘
々
一
水
深
　
　
恨
殺
す
　
荘
と
し
て
一
水
深
き
こ
と
を
（
春
蓋
2
2
4
）
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生
来
未
見
四
時
閑
　
　
生
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
　
四
時
の
閑
な
る
こ
と
を
見
ず
　
　
春
氣
不
将
老
氣
還
　
　
春
氣
も
老
氣
に
還
る
を
将
け
ず
　
　
送
却
鶯
花
心
地
迷
　
　
送
却
り
て
む
　
鶯
と
花
と
に
心
地
迷
は
む
こ
と
を
　
　
何
須
臨
水
也
登
山
　
　
何
ぞ
須
ゐ
む
水
に
臨
み
ま
た
山
に
登
ら
む
こ
と
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
惜
春
絶
句
3
4
5
）
　
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
忠
臣
や
道
真
な
ど
の
日
本
漢
詩
で
は
、
去
り
行
く
春
に
壮
年
の
衰
亡
を
重
ね
嘆
老
の
表
現
と
す
る
白
詩
の
「
三
月
尽
」
詩
の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
い
る
。
　
一
方
、
和
歌
に
お
け
る
「
三
月
尽
」
の
例
と
し
て
、
寛
平
六
（
八
九
四
）
年
四
月
の
序
を
も
つ
大
江
千
里
撰
の
『
句
題
和
歌
』
を
み
て
み
る
。
『
句
題
和
歌
』
に
は
、
白
詩
の
「
三
月
尽
」
の
詩
句
を
題
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
が
四
首
あ
る
。
・
『
句
題
和
歌
』
（
括
弧
内
数
字
は
出
典
の
白
詩
番
号
。
先
掲
例
参
照
。
）
　
　
あ
か
ず
の
み
す
ぎ
ゆ
く
春
を
い
か
で
か
は
心
に
い
れ
て
惜
し
ま
ざ
る
べ
き
　
　
　
　
　
　
（
送
春
争
得
不
患
勲
1
9
9
2
）
　
　
春
を
の
み
こ
こ
も
か
し
こ
も
惜
し
め
ど
も
み
な
同
じ
日
に
蓋
き
ぬ
る
が
憂
さ
　
　
　
　
　
（
両
処
春
光
同
日
壼
0
7
6
7
）
　
　
な
げ
き
つ
つ
す
ぎ
ゆ
く
春
を
惜
し
め
ど
も
あ
ま
つ
空
か
ら
ふ
り
す
て
て
い
ぬ
　
　
　
　
　
（
欄
帳
春
光
留
不
得
0
6
3
1
）
　
　
ひ
と
と
せ
に
ま
た
ふ
た
た
び
も
来
じ
も
の
を
た
だ
日
が
な
こ
そ
春
は
残
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
（
唯
残
半
日
春
3
1
3
1
）
　
こ
こ
で
は
、
白
詩
句
を
題
に
し
な
が
ら
も
、
白
詩
の
特
徴
で
あ
っ
た
惜
春
の
情
に
嘆
老
の
情
を
重
ね
る
表
現
は
み
ら
れ
ず
、
た
だ
過
ぎ
行
く
春
を
惜
し
む
気
持
ち
を
詠
ん
で
い
る
。
古
今
集
と
同
様
、
白
詩
か
ら
は
、
三
月
晦
日
に
惜
春
の
情
を
詠
む
と
い
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う
主
題
の
み
を
享
受
し
た
よ
う
で
、
日
本
漢
詩
の
受
容
の
あ
り
方
と
は
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
に
お
け
る
「
三
月
尽
」
の
受
容
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
今
集
中
の
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
歌
の
作
者
中
に
、
た
だ
ひ
と
り
撰
者
時
代
以
外
の
歌
人
と
し
て
六
歌
仙
の
業
平
が
入
集
し
い
る
点
で
あ
る
。
業
平
は
天
長
元
（
八
二
五
）
年
に
生
ま
れ
、
天
慶
四
（
八
八
〇
）
年
に
没
し
て
い
る
。
蔵
中
ス
ミ
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
先
述
の
忠
臣
の
「
三
月
尽
」
詩
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
貞
観
三
（
八
六
一
）
年
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
業
平
の
入
集
が
確
か
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
三
月
尽
」
は
忠
臣
詩
に
先
立
っ
て
、
六
歌
仙
時
代
に
和
歌
に
お
い
て
受
容
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
業
平
歌
は
、
和
歌
世
界
に
お
け
る
最
も
早
い
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
歌
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
を
古
今
集
が
収
め
て
い
る
の
は
、
「
三
月
尽
」
が
六
歌
仙
時
代
の
い
わ
ゆ
る
和
歌
復
興
の
気
運
に
の
っ
て
詠
ま
れ
始
め
た
題
材
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
た
め
と
ゐ
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
三
月
尽
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
の
漢
詩
句
に
依
拠
し
た
歌
作
が
業
平
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
指
摘
し
得
る
。
次
に
用
例
と
出
典
を
挙
げ
る
。
出
典
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
金
子
彦
二
郎
氏
の
指
摘
に
よ
る
。
（
括
弧
内
数
字
は
出
典
の
白
詩
番
号
。
先
掲
例
参
照
。
）
　
　
ぬ
れ
つ
つ
そ
し
ゐ
て
お
り
つ
る
年
の
う
ち
に
春
は
い
く
か
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
・
業
平
、
伊
勢
物
語
八
十
段
0
6
3
1
）
　
　
惜
し
め
ど
も
春
の
限
り
の
今
日
の
日
の
夕
暮
に
さ
へ
な
り
に
け
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
撰
・
読
人
不
知
、
伊
勢
物
語
九
一
段
0
4
8
7
）
　
　
花
に
あ
か
ぬ
な
が
め
は
い
つ
も
せ
し
か
ど
も
今
日
の
こ
よ
ひ
に
似
る
時
は
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
古
今
・
業
平
、
伊
勢
物
語
二
九
段
0
6
3
1
）
　
　
今
日
来
ず
ば
明
日
は
雪
と
そ
ふ
り
な
ま
し
消
え
ず
は
あ
り
と
も
花
と
見
ま
し
や
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（
六
帖
・
業
平
、
伊
勢
物
語
十
七
段
、
季
方
・
三
月
晦
）
　
以
上
の
よ
う
に
、
「
三
月
尽
」
は
白
詩
の
影
響
下
で
受
容
さ
れ
、
そ
の
萌
芽
は
和
歌
復
興
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
六
歌
仙
時
代
に
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
忠
臣
、
道
真
ら
の
日
本
漢
詩
で
詠
ま
れ
る
こ
と
で
平
安
人
に
認
識
さ
れ
始
め
、
古
今
集
撰
集
に
十
数
年
先
立
ち
宇
多
朝
の
頃
に
は
歌
想
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
漢
詩
の
「
三
月
尽
」
詩
で
は
白
詩
の
特
徴
を
直
線
的
に
受
容
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
古
今
集
の
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
歌
に
は
、
白
詩
の
特
徴
を
と
り
い
れ
た
例
は
み
ら
れ
な
い
。
和
歌
の
伝
統
的
な
季
節
観
に
基
づ
き
な
が
ら
、
漢
詩
素
材
を
日
本
の
習
い
に
あ
わ
せ
て
受
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
古
今
集
の
日
本
的
受
容
が
、
和
歌
復
興
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
編
纂
者
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
歌
に
撰
者
の
作
が
多
く
、
後
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
三
月
尽
」
部
に
収
め
ら
れ
た
和
歌
が
す
べ
て
貫
之
と
躬
恒
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
古
今
集
の
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
歌
の
背
後
に
は
、
漢
詩
に
対
立
対
応
す
る
文
芸
と
な
る
べ
く
漢
詩
に
近
づ
こ
う
と
す
る
意
識
と
、
漢
詩
に
対
し
て
和
歌
の
独
自
性
を
示
そ
う
と
す
る
意
識
が
よ
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
四
　
長
月
の
つ
ご
も
り
の
歌
次
に
、
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
歌
を
み
て
み
る
。
古
今
集
秋
部
の
巻
末
に
は
、
　
　
　
　
秋
の
は
つ
る
心
を
た
つ
た
が
は
に
思
ひ
や
り
て
よ
め
る
　
年
ご
と
に
も
み
ち
ば
な
が
す
龍
田
が
は
み
な
と
や
秋
の
と
ま
り
な
る
ら
ん
つ
ご
も
り
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。　
　
貫
之
（＝
∴
黶
j
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な
が
月
の
つ
ご
も
り
の
日
、
大
井
に
て
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
之
　
　
ゆ
ふ
つ
く
よ
を
ぐ
ら
の
山
に
な
く
し
か
の
こ
ゑ
の
う
ち
に
や
秋
は
く
る
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
コ
ニ
）
　
　
　
　
　
お
な
じ
つ
ご
も
り
の
日
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躬
恒
　
　
み
ち
し
ら
ば
た
つ
ね
も
ゆ
か
ん
も
み
ち
ば
を
ぬ
さ
と
た
む
け
て
秋
は
い
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
＝
三
）
　
こ
の
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
歌
で
は
、
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
歌
と
同
様
、
去
り
行
く
季
節
を
惜
し
む
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
「
三
月
尽
」
に
そ
の
影
響
が
み
ら
れ
る
の
で
、
「
九
月
尽
」
に
も
中
国
漢
詩
の
出
典
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
「
三
月
尽
」
と
は
対
照
的
に
、
「
九
月
尽
」
は
中
国
漢
詩
の
素
材
と
し
て
は
大
変
希
薄
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
（
罷
。
『
全
唐
詩
』
に
よ
る
と
、
「
上
陽
宮
侍
宴
応
制
」
（
宋
之
問
）
、
「
秋
尽
」
（
杜
甫
）
、
「
賦
得
九
月
尽
」
（
元
愼
）
な
ど
に
、
わ
ず
か
三
、
四
例
を
み
る
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
あ
れ
だ
け
「
三
月
尽
」
を
詠
ん
で
い
た
白
詩
に
「
九
月
尽
」
を
詠
ん
だ
詩
が
見
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
千
載
佳
句
』
に
「
三
月
尽
」
の
詩
句
を
集
め
た
「
送
春
」
に
対
す
る
「
送
秋
」
な
る
部
立
が
な
い
こ
と
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
「
九
月
尽
」
部
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
佳
句
が
す
べ
て
日
本
漢
詩
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
で
は
、
な
ぜ
中
国
漢
詩
に
「
九
月
尽
」
の
素
材
が
希
薄
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
「
九
月
尽
」
と
結
び
つ
く
「
惜
秋
」
と
い
う
観
念
が
、
そ
も
そ
も
中
国
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
侃
文
韻
府
』
に
も
「
惜
春
」
は
あ
っ
て
も
「
惜
秋
」
の
語
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
秋
を
悲
し
い
季
節
と
と
ら
え
る
悲
秋
と
い
う
観
念
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
国
で
は
古
く
か
ら
秋
を
人
生
の
凋
落
期
と
重
ね
、
老
い
と
結
び
つ
く
悲
し
い
季
節
と
し
て
と
ら
え
て
き
．
煙
・
よ
・
て
・
そ
れ
と
は
矛
盾
し
て
し
ま
う
「
惜
秋
」
と
い
う
観
念
は
生
ま
れ
ず
、
秋
の
終
わ
り
に
秋
を
惜
し
む
と
い
う
「
九
月
尽
」
も
詠
ま
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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し
か
し
、
日
本
で
は
、
去
り
行
く
秋
を
惜
し
む
と
い
う
情
は
、
万
葉
以
来
の
和
歌
に
特
徴
的
な
季
節
観
で
あ
る
。
万
葉
集
で
は
、
次
に
挙
げ
た
歌
の
よ
う
に
、
景
物
を
惜
し
む
こ
と
を
通
し
て
、
惜
秋
の
情
が
表
現
さ
れ
る
。
　
　
秋
山
に
も
み
つ
木
の
葉
の
う
つ
り
な
ば
更
に
や
秋
を
見
ま
く
欲
り
せ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
一
六
）
　
　
味
酒
三
輪
の
祝
が
山
照
ら
す
秋
の
黄
葉
の
散
ら
ま
く
惜
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
一
七
）
　
　
も
み
ち
葉
を
散
ら
ま
く
惜
し
み
手
折
り
来
て
今
夜
か
ざ
し
つ
何
を
か
思
は
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
八
六
）
　
　
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
ま
く
惜
し
み
思
ふ
ど
ち
遊
ぶ
今
夜
は
明
け
ず
も
あ
ら
ぬ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
九
一
）
　
ま
た
、
す
べ
て
の
歌
が
「
惜
秋
意
」
を
題
と
し
て
詠
ま
れ
た
「
陽
成
院
歌
合
」
を
は
じ
め
、
古
今
集
以
降
の
歌
合
に
お
い
て
も
惜
秋
の
情
が
多
く
詠
ま
れ
て
お
り
、
和
歌
に
お
い
て
は
ご
く
普
通
の
歌
想
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
で
は
、
日
本
漢
詩
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
中
国
漢
詩
で
は
希
薄
な
「
惜
秋
」
の
日
本
漢
詩
に
お
け
る
初
出
は
、
仁
和
四
（
八
八
八
）
年
九
月
の
公
宴
詩
題
「
惜
秋
翫
残
菊
」
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
『
田
氏
家
集
』
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
『
群
書
類
従
』
（
第
九
輯
）
に
「
雑
言
奉
和
」
と
し
て
収
め
ら
れ
、
『
日
本
詩
紀
』
（
巻
十
五
）
で
は
、
忠
臣
の
作
と
し
て
家
集
に
続
け
て
所
集
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
紀
略
』
に
は
、
「
（
寛
平
元
年
九
月
二
十
五
日
）
○
其
日
、
公
宴
。
題
云
。
惜
秋
翫
残
菊
詩
」
（
前
篇
二
十
）
と
あ
り
、
こ
の
記
事
に
従
え
ば
、
寛
平
元
（
八
八
九
）
年
九
月
の
残
菊
宴
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
本
朝
文
粋
』
で
は
、
こ
の
詩
宴
に
関
し
て
「
晩
秋
九
月
、
夜
漏
三
更
。
聖
皇
侍
臣
に
詔
し
、
各
に
詩
を
献
ぜ
し
む
。
即
ち
題
目
を
賜
ふ
ら
く
、
秋
を
惜
し
み
残
菊
を
翫
ぶ
と
。
蓋
し
時
の
変
を
賞
す
る
也
。
」
（
巻
十
一
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
漢
詩
で
は
希
薄
な
惜
秋
も
、
日
本
漢
詩
で
は
残
菊
を
惜
し
む
と
い
う
詩
想
と
と
も
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
詩
想
は
「
九
月
尽
」
詩
に
も
み
ら
れ
る
。
「
九
月
尽
」
の
日
本
漢
詩
の
初
出
は
菅
原
道
真
『
菅
家
文
草
』
中
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の
元
慶
七
（
八
三
三
）
年
も
抜
粋
し
て
挙
げ
る
。
・
『
菅
家
文
草
』
　
　
白
菊
生
於
我
室
虚
　
　
残
秋
一
夕
又
閑
鯨
　
　
浅
深
淵
酔
花
鯉
下
　
　
取
楽
何
求
在
藻
魚
天
惜
凋
年
閏
在
秋
今
宵
偏
感
急
如
流
霜
鞭
近
警
衣
寒
冒
漏
箭
頻
飛
老
暗
投
菊
為
花
芳
衰
又
愛
人
因
道
貴
去
猶
留
惜
秋
秋
不
駐
思
菊
菊
纏
残
「
同
諸
才
子
、
九
月
計
日
、
白
菊
叢
邊
命
飲
」
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
道
真
の
他
の
「
九
月
尽
」
詩
白
菊
我
が
室
の
虚
に
生
ふ
残
秋
一
夕
さ
ら
に
閑
あ
る
鯨
度
浅
く
深
く
淵
酔
す
花
の
鯉
の
下
楽
し
び
を
取
る
に
何
ぞ
藻
魚
在
る
こ
と
を
求
め
む
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
諸
才
子
、
九
月
淵
日
、
白
菊
叢
邊
命
飲
1
2
6
）
天
は
凋
年
を
惜
し
み
て
閏
秋
に
在
り
今
宵
偏
に
感
ぶ
急
な
る
こ
と
流
れ
の
如
く
な
る
こ
と
を
霜
の
鞭
近
く
警
め
て
衣
の
寒
き
こ
と
を
冒
す
漏
の
箭
　
頻
に
飛
び
て
老
い
暗
し
く
投
る
菊
は
花
の
芳
き
が
た
め
に
衰
へ
て
ま
た
愛
で
ら
る
人
は
道
の
貴
き
に
因
り
て
去
に
て
な
ほ
し
留
る
　
　
　
（
閏
九
月
壷
、
燈
下
即
事
、
鷹
製
3
3
6
）
秋
を
惜
し
め
ど
も
秋
駐
ら
ず
菊
を
思
ひ
て
菊
わ
つ
か
に
残
れ
り
108
物
與
時
相
去
誰
厭
徹
夜
看
物
と
時
と
相
去
る
誰
か
夜
を
徹
し
て
看
む
こ
と
を
厭
は
む
（
暮
秋
、
賦
秋
蓋
翫
菊
、
鷹
令
3
8
1
）
薩
簾
劒
下
水
邊
欄
秋
只
一
朝
菊
早
寒
幸
被
君
臣
交
畝
種
任
地
意
気
満
園
残
藍
簾
の
瑚
下
　
水
邊
の
欄
秋
は
た
だ
一
朝
　
菊
早
く
寒
え
た
り
幸
に
君
臣
　
畝
を
交
へ
て
種
ゑ
む
こ
と
を
被
る
任
地
　
意
気
　
園
に
満
ち
て
残
る
（
九
月
壷
日
、
題
残
菊
、
応
太
上
皇
製
4
6
1
）
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今
日
二
年
九
月
盤
　
　
今
日
二
年
　
九
月
蓋
　
　
此
身
五
十
八
廻
秋
　
　
此
の
身
　
五
十
八
廻
の
秋
　
　
思
量
何
事
中
庭
立
　
　
何
事
を
思
ひ
量
り
て
か
中
庭
に
立
て
る
　
　
黄
菊
残
花
白
髪
頭
　
　
黄
菊
　
残
花
　
白
髪
の
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
月
蓋
5
1
2
）
　
こ
れ
ら
の
例
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
道
真
の
「
九
月
尽
」
詩
は
、
惜
秋
の
詩
で
あ
る
と
同
時
に
、
残
菊
を
惜
し
む
詩
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
村
上
朝
の
天
暦
四
（
九
五
〇
）
年
に
、
九
月
が
醍
醐
帝
の
忌
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
重
陽
宴
が
停
止
さ
れ
、
か
わ
り
に
残
菊
の
宴
が
十
月
の
行
事
と
し
て
固
定
化
す
る
ま
で
み
ら
れ
る
。
残
菊
は
重
陽
が
過
ぎ
て
も
な
お
咲
き
残
っ
て
い
る
菊
で
、
寒
気
の
厳
し
い
中
で
も
色
美
し
く
咲
く
花
と
し
て
中
国
漢
詩
か
ら
受
容
さ
れ
た
素
材
で
襲
・
「
残
菊
」
は
「
唐
太
宗
文
皇
帝
、
賦
得
残
花
菊
」
（
『
初
学
記
』
巻
二
七
・
菊
）
、
「
賦
得
残
花
菊
、
太
宗
文
皇
帝
」
（
『
翰
林
学
士
集
』
残
巻
）
、
「
賦
得
残
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カ
　
菊
」
（
『
全
唐
詩
』
太
宗
詩
）
、
「
疎
蘭
尚
染
姻
、
残
菊
猶
承
露
」
（
『
侃
文
韻
府
』
山
閣
晩
秋
）
な
ど
に
み
え
る
。
道
真
の
詩
に
も
、
「
残
菊
詩
十
韻
」
（
3
）
、
「
晩
秋
二
十
詠
、
残
菊
」
（
1
5
3
）
、
「
秋
晩
題
白
菊
」
（
5
0
5
）
を
は
じ
め
、
残
菊
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
漢
詩
に
お
け
る
「
九
月
尽
」
詩
は
「
三
月
尽
」
詩
の
日
本
的
応
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
な
お
中
国
漢
詩
の
影
響
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
古
今
集
の
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
歌
は
、
日
本
漢
詩
と
は
違
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
過
ぎ
行
く
秋
を
惜
し
む
情
を
詠
ん
で
お
り
、
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
歌
と
同
様
、
万
葉
以
来
の
日
本
固
有
の
季
節
観
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
古
今
集
に
特
徴
的
な
規
範
、
春
秋
対
立
構
造
で
あ
る
。
古
今
集
に
お
け
る
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
と
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
の
対
立
的
把
握
は
、
主
題
だ
け
で
な
く
歌
の
内
容
に
も
み
ら
れ
、
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
は
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
に
対
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
春
秋
対
立
意
識
に
よ
っ
て
和
歌
の
題
材
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
撰
者
と
し
て
の
貫
之
が
こ
の
二
つ
を
意
識
的
に
対
照
的
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後
、
両
者
が
そ
ろ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
の
が
、
や
は
り
貫
之
の
詠
ん
だ
内
裏
屏
風
の
料
の
歌
（
天
慶
四
（
九
四
一
）
年
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
は
、
春
秋
対
立
意
識
に
基
づ
い
た
、
白
詩
「
三
月
尽
」
の
日
本
的
応
用
と
い
え
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
が
和
歌
の
題
材
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
和
歌
を
復
興
さ
せ
る
た
め
に
漢
詩
に
近
づ
こ
う
と
す
る
意
識
と
、
漢
詩
に
対
応
す
る
文
芸
と
な
る
べ
く
和
歌
の
独
自
性
を
示
そ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
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本
稿
で
み
て
き
た
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
・
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
歌
に
は
、
中
国
文
学
と
の
比
較
で
押
さ
え
き
れ
な
い
日
本
的
変
容
が
み
ら
れ
た
。
今
日
、
中
国
文
学
受
容
の
問
題
を
日
本
文
学
の
側
か
ら
見
直
す
こ
と
の
必
要
性
が
大
き
く
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
本
的
変
容
と
よ
ば
れ
る
部
分
に
こ
そ
、
和
歌
史
の
切
実
な
状
況
が
隠
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
漢
詩
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
和
歌
が
い
か
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
か
を
探
る
研
究
は
、
和
歌
史
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
・
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
歌
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
対
照
的
把
握
は
古
今
集
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
の
勅
撰
集
に
も
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
時
間
的
推
移
に
よ
る
排
列
と
い
う
和
歌
の
基
本
的
な
編
纂
方
針
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
古
今
集
の
「
弥
生
の
つ
ご
も
り
」
・
「
長
月
の
つ
ご
も
り
」
歌
の
背
後
に
あ
る
、
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
な
和
歌
復
興
の
意
識
を
考
え
る
と
、
古
今
集
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
み
え
て
く
る
。
7654321）　）　）　）　）　）　）
注
「
古
今
余
材
抄
」
（
『
契
沖
全
集
第
八
巻
』
岩
波
書
店
昭
和
4
8
年
）
「
古
今
和
歌
集
の
排
列
基
準
と
し
て
の
美
意
識
」
（
『
古
代
語
ノ
ー
ト
』
　
昭
和
1
5
年
6
月
）
「
古
今
和
歌
集
評
釈
」
（
『
窪
田
空
穂
全
集
二
十
』
角
川
書
店
昭
和
4
0
年
）
『
古
今
和
歌
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』
（
風
間
量
旦
房
昭
和
4
0
年
）
「
古
今
和
歌
集
四
季
の
部
の
構
造
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
国
語
国
文
』
四
一
巻
八
号
　
昭
和
4
7
年
8
月
）
風
間
書
房
昭
和
4
2
年
村
瀬
敏
夫
氏
は
延
喜
九
年
以
前
、
佐
伯
梅
友
氏
は
延
喜
十
三
年
と
推
定
し
て
い
る
。
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（
8
）
　
松
浦
友
久
氏
は
論
文
「
中
国
古
典
詩
に
お
け
る
『
春
秋
』
と
『
夏
冬
ヒ
（
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
一
集
　
昭
和
5
7
年
6
月
）
に
お
い
　
　
て
、
夏
冬
が
よ
り
持
続
・
固
定
の
季
節
で
あ
る
の
に
対
し
、
春
秋
は
よ
り
多
く
変
化
・
推
移
の
季
節
で
あ
り
、
人
間
に
お
け
る
変
化
推
　
　
移
の
感
覚
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
過
酷
な
夏
冬
の
長
さ
に
比
し
て
つ
か
の
間
の
春
秋
と
い
う
中
国
的
な
風
土
の
中
に
お
い
て
、
　
　
一
層
増
幅
・
強
調
さ
れ
た
と
い
う
。
（
9
）
　
「
古
今
集
と
貫
之
の
歌
」
（
『
文
学
・
語
学
』
九
七
号
　
昭
和
5
8
年
4
月
）
（
1
0
）
　
注
（
5
）
、
新
井
氏
前
掲
論
文
1
1
頁
（
1
1
）
　
平
岡
武
夫
氏
「
三
月
壷
－
白
詩
歳
時
記
ー
」
（
『
日
大
人
文
科
研
究
』
十
八
号
　
昭
和
5
1
年
3
月
）
　
　
　
小
島
憲
之
氏
「
四
季
語
を
通
し
て
ー
「
尽
日
」
の
誕
生
」
（
『
国
語
国
文
』
四
六
巻
一
号
　
昭
和
5
2
年
1
月
）
　
　
　
秋
本
吉
郎
氏
「
「
季
の
歌
」
の
成
立
過
程
に
於
け
る
三
月
墨
の
歌
」
（
『
大
阪
経
大
論
集
』
三
号
昭
和
2
7
年
1
月
）
　
　
　
金
子
彦
二
郎
氏
「
千
里
以
前
諸
歌
人
と
白
氏
関
係
和
歌
」
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
』
（
培
風
館
昭
和
1
8
年
）
（
1
2
）
　
田
中
新
一
氏
は
、
『
平
安
朝
文
学
に
み
る
二
元
的
四
季
観
』
（
風
間
書
房
　
平
成
2
年
）
8
3
頁
に
お
い
て
家
持
に
み
ら
れ
る
節
月
意
識
　
　
と
暦
月
意
識
の
共
有
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
（
1
3
）
　
金
原
理
氏
「
詩
か
ら
歌
へ
ー
『
古
今
和
歌
集
』
表
現
の
理
解
の
た
め
に
」
（
『
文
学
』
五
三
巻
十
二
号
　
昭
和
6
3
年
1
2
月
）
、
小
野
泰
　
　
央
氏
「
後
撰
時
代
前
後
の
和
歌
と
白
楽
天
」
（
『
中
央
大
国
文
』
三
七
号
平
成
6
年
3
月
）
、
及
び
注
（
9
）
前
掲
論
文
を
参
考
。
（
1
4
）
　
平
岡
武
夫
氏
が
注
（
1
1
）
前
掲
論
文
9
2
頁
で
詳
述
。
（
1
5
）
　
注
（
1
1
）
前
掲
論
文
（
1
6
）
　
蔵
中
ス
ミ
氏
「
島
田
忠
臣
年
譜
覚
え
書
」
（
『
帝
塚
山
学
院
短
大
研
究
年
報
』
二
一
号
昭
和
4
8
年
1
2
月
）
（
1
7
）
　
片
桐
洋
一
氏
は
、
論
文
「
伊
勢
物
語
の
本
質
と
そ
の
背
景
ー
白
詩
と
の
関
係
に
ふ
れ
つ
つ
ー
」
（
『
文
学
．
語
学
』
一
〇
五
号
昭
和
　
　
6
0
年
）
に
お
い
て
、
春
を
人
生
最
高
の
輝
き
の
時
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
時
が
過
ぎ
行
く
こ
と
を
惜
し
む
と
い
う
『
伊
勢
物
語
』
の
作
　
　
品
全
体
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
姿
勢
の
背
後
に
『
白
氏
文
集
』
の
影
響
を
み
て
い
る
。
（
1
8
）
　
注
（
9
）
、
金
子
氏
前
掲
書
を
参
考
。
（
1
9
）
　
太
田
郁
子
氏
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
三
月
尽
・
九
月
尽
」
（
『
言
語
と
文
芸
』
九
一
号
　
昭
和
5
6
年
3
月
）
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Japanese　adoption　of　Chinese　poetry　in“飾ん勿5肱”　About‘The　last　day　of　March’and
‘The　last　day　of　September’－the　theme　of　spring　and　autumn　poem　in“。㎞屠πs厩”一
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MORIMOTO，　Naoko
It　t・・k　100　years・・ince　the　ag・・f“〃吻醐”th・・ugh　the　ag・・f鰍漉伽々・肱，　f・・肱肋t・c・m・t・life　ag。i。
as“ j∂々勿s厩”」believe　that　the　comparative　literature　way　of　investigation　is　necessary，　as　for　as“Kb々勿∫纏”is
concerned．　However，　the　conventional　comparative　literature－viewpoint　is　easy　to　focus　on　the　aspect　that“K∂kin－
s勧”one・sidedly　followed　Chinese　poetry．　Stil1，　at　the　time　when“K∂々勿∫纏”was　edited　to　make　Waha　bloom　again，
there　was　two　intention，　On　one　hand，　the　intention　to　bring　Waha　closer　to　Kanshi（Japanese　poetry　in　Chinese）
which　was　public　literature　at　that　time，　on　the　other，　the　intention　to　keep　originality　of肱加．．
　　In　this　paper，　taking　up‘The　last　day　of　March’and‘The　last　day　of　September’in“K∂々勿s纏”and　I　will　prove
how　they　correspond　to　above－mentioned　intention．
　　As　for　as‘The　last　day　of　March’is　concerned，　the　theme　is　innuenced　by翫肋s乃欝（The　Chinese　poetry　by
H・k・ky・i），丘・・d　t・th・w・・ld・f・K・n・hi・nd隔・．服励ゴ1・・k・at・p・i・g・・th・peak・f　h・m・n　life　and，　as　sp，i。g
passes　by，　the　poet　regrets　the　end　of　youth　and　the　coming　of　older　age．　In　Kanshi，　Hakashi’∫‘The　last　day　of　March’
oっ
（
卵
裡
粁
爆
）
即
甑
密
椅
田
e
齢
採
疑
ゆ
b
填
慰
蝋
Φ
。pPears。nalt・・ed．0・the　c・nt・a・y　when　it・・m・・t・‘Th・1・・t　d・y・f　M・・ch’i・“K・kin・hti”，　th・f・cus　seem・t・b・
m，，ely。・th・n・・t・lgi・feeli・g・b・ut　the　end・f・p・i・g．　Theref・・e‘Th・1・・t　d・y・f　M・・ch’i・“K・hi・・hu－”，　whil・b・i・g
influenced　by　Halez‘shi　’s，　respects　the　originality　of　Walea　started　up　with“ル勉ηyσ∫加”．
　　On　the　other　hand，‘The　last　day　of　September’does　not　have　any　similar　example　in　Chinese　poetry，　and　can　be
th。、　th。。ght。f。、　a　J・p・n・・e　apPli・ati・n・f‘Th・1・・t　d・y・f　M・・ch’・Thi・w・・apPli・d丘rst　i・th・w・・ld・f　K・n・hi，
and　than　inレVaka．　However，　as　for　as　Kanshi　is　concerned，　the　focus　stands　in　the　longing　for　the　gone　chrysanthe－
mum　Hower，　a　nower　which　occur　much　in　Chinese　poetry．　On　the　other　hand，‘The　last　day　of　September’in
・鰍勿，厩th。ugh，　m・・ely・xp・esses　th・n・・t・lgi・feeli・g・b・ut　the　end・f・ut・mn　as　sp・i・g，　and・e・pe・t　th・
tradition　of　Wak　alive　ever　since“1吻ηyσs厩”．　In　my　opinion，‘The　last　day　of　September’represents　the　original
P。eti、al　p・actice　withi・“K・んガ癩”・f・・n・id・・i・g・p・i・g　and・・t・m・…PP・・it・・ea・・n・・Th・・ef・・e　i・“鰍ガ醐”，
‘The　last　day　of　September’was　actually　created　in　order　to　correspond　for‘The　last　day　of　March’．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｛＄pmVSK｛＊Kasssく以蕪朴毒繍細粁思巨田粁以癖脚督避舶巡罧麗幽11聞
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